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う。たとえばテル ･ ブラック出土の粘土板は「羊 10 頭」、「山羊 10 頭」な



















































































た。高さ 34cm. 紀元前 8 世紀。大英博物館蔵。
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ほどある。たとえば大英博物館だけでも 13 万点以上の粘土板文書とその
































Marzahn/ Salje (eds.) 2003, p.156.














































前 612 年に新バビロニアと周辺諸国の同盟軍によって、それまで 1400 年
間続いたアッシリアが滅亡させられ、ニネヴェは陥落炎上した。それから













































































19 世紀半ばに完了した。そして 1847 年には、前述したようにニネヴェ











































A. L. オッペンハイム（1904−1974 年）が 1964 年に著した概説書『古
代メソポタミア』30）は、現在まで版を重ねて広く読まれている。オッペン































































































































なっている。特に S. マウル、T. アブシュ、J. A. スカーロック56）らの貢
献が目立つ。「新年祭」については B. ポングラツ = ライステンの大著が
あり、57）「夢解釈」や「卜占」については S. B. ネーゲルや U. S. コッホら
の研究がある。58）『神話」については特に『ギルガメシュ叙事詩』の画期


















年に J. M. サッソンが編纂した『古代近東の諸文明』全四巻（全 2966 頁）



























































4.1.  M. エリアーデ
これまで宗教学、あるいは宗教史の枠組みのなかで少しまとまった形で
「メソポタミア宗教」を扱った例としては、ミルチア・エリアーデ（1907




























































決定的な公式であるヴィルヘルム・ブーセット（W. Bousset, Die 






ろで W. ブーセットの先輩である W. アンツは、アッシリア = バビロ
ニア人には帰昇の伝統はなかったという見解を述べたが、これは誤り
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